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下記のとおり施設利用の成果を報告します。 
 ふりがな：    にしかわ じゅん 
 代表者氏名： 西川 淳 

③所属機関，部局： 
国立天文台，TMT プロジェクト 

研究課題名：干渉型波面センサーの開発および実験 
 
 利用期間： 2019 年 ４月 １日 ～  2020 年 ３月３１日  
利用者リスト 
 西川 淳、早野 裕、村上尚史 

研究開発の成果（ATC 施設利用との関連を具体的に記述してください。） 
 
数分角程度の視野の範囲内のガイド星の光を合算して使える波面測定方式を考案し、その原理実証

実験を推進している。本年度は、インターンを投入できなかった。ZEMAX では、干渉状態が変化し

ない視野（入射角）が広がる傾向が確認されているが、実験光学系で入射角度を変えて干渉状態を測

定しても ZEMAX で予期されるような傾向が得られないことについて、再検討したが原因は特定でき

なかった。一方、波面センシングにおける感度を最大限に引き上げる干渉状態についての検討を行っ

た。 
 

施設利用が謝辞等に記された学術論文など（資料を添付してください。） 
なし 

先端技術センターの利用設備・実験室等の利用した物品を具体的に記入してください。マシンショッ

プへ依頼したリスト・利用した測定器・CAD 等について記入してください。) 
 
 光学実験室の光学定盤、収納棚、 
 

先端技術センターの施設への要望等ありましたら、記入してください。 
 
来年度もご支援のほど，何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

 


